
１ これまでの経過

令和４年３⽉ 「川崎市市制100周年記念事業の基本的な考え⽅」策定
・市制100周年という歴史的な節⽬に向けて、市全体を盛り上げるため、そして市制100周年記念事業を⼀
過性のイベントとしないため、さらには「あたらしい川崎」を生み出していくさまざまな施策を展開して
いくにあたっての基本的な考え方
基本⽅針
（１）本市ブランドメッセージへの共感を喚起する。
（２）新たな100年に向けて、⽂化として根付くムーブメントを起こす。
（３）市⺠⼀⼈ひとりのシビックプライドを醸成する。
実施期間
記念事業期間︓令和６（2024）年４⽉１⽇〜令和７（2025）年３⽉３１⽇

２ 実⾏委員会の組織に向けた取組
「基本的な考え方」を踏まえ、オール川崎市の組織体である実⾏委員会の設⽴に向け、次のとおり取組を

推進

①目的
市制100周年記念事業及び全国都市緑化かわさきフェアをオール川崎市で推進する実⾏委員会の設⽴

に向けて、準備・検討を⾏う。
②開催回数
全２回（7/５、8/3）

③準備会 会⻑
伊藤 副市⻑

④構成団体（計15団体） ※公益性の高い団体等で構成

⑤協議事項
推進体制、市制100周年記念事業コンセプト、緑化フェアのテーマ・ロゴの考え方等

準備会の概要

川崎市 川崎市全町内会連合会 公益財団法人川崎市産業振興財団

⼀般社団法人川崎市観光協会 川崎市総合文化団体連絡会 公益財団法人川崎市文化財団

⼀般社団法人川崎市商店街連合会 川崎商工会議所 公益財団法人かわさき市⺠活動センター

川崎工業振興倶楽部 川崎信⽤⾦庫 社会福祉法人川崎市社会福祉協議会

川崎市工業団体連合会 公益財団法人川崎市国際交流協会セレサ川崎農業協同組合

（１）目的
令和６年に迎える市制100周年の歴史的な節⽬に、本市の発展を⽀えてきた「多様性」の価値を改め

て共有するとともに、この契機を次の100年に向けて「あたらしい川崎」を生み出していくスタートラ
インとすることを⽬指し、オール川崎市で市制100周年記念事業の積極的かつ円滑な推進を図るため、
必要な事業等を⾏うとともに、全国都市緑化かわさきフェアを開催し、都市緑化に関する意識の高揚、
知識の普及等を図ることにより、都市緑化を推進し、もって緑豊かな潤いのあるまちづくりに寄与する。

（２）事業
① 実⾏委員会が主体となって⾏う記念事業の企画及び実施に関すること。
② フェアの企画、準備、開催及び運営に関すること。
③ 趣旨に賛同する団体・企業等が主体となって⾏う記念事業の承認に関すること。
④ 記念事業、フェアの広報及び啓発に関すること。
⑤ その他、⽬的を達成するために必要な事業に関すること。

（３）委員要件（①〜④のいずれかに該当。⼊会は随時可能）
① 次のいずれにも該当する団体・企業等
記念事業及びフェアの⽬的に賛同/市内に事業所や拠点がある又は市内で活動/
暴⼒団又は暴⼒団員等と密接な関係を有しない/風俗営業に該当する事業等を⾏わない/
法人市⺠税等の滞納なし/法令遵守/公序良俗に反しない

② 経済・観光団体、造園・緑化団体、花き・園芸団体等の団体
③ 関係⾏政機関
④ その他関係機関、団体、フェア開催の関係者

（４）組織等

総会
役割︓事業計画並びに予算及び決算に関する事項

会則の制定及び改廃
幹事会への審議案件等の付託及び委任等

構成︓会⻑、副会⻑、監事、委員
活動︓年１、２回程度

市制100周年幹事会
役割︓市制100周年記念事業の企画実施等

に係る審議
構成︓実⾏委員会に参画している団体・企

業等から選出（10名程度）
活動︓隔⽉１回程度開催し、各部会や事務

局からの報告に対し審議、意思決定

審議付託等

連携

企画部会
役割︓実⾏委員会主催事

業の企画実施、プ
ラットフォームの
運営

構成︓実⾏委員会から選出
（10名程度）

共同事務局

役割︓実⾏委員会・幹事会・部会の事務処理、運営⽀援等
構成︓シティプロモーション推進室、緑化フェア推進室

その他川崎市が発注する委託業者等

緑化フェア推進室シティプロモーション推進室

意⾒

緑化フェア幹事会
役割︓専⾨的な⾒地から事業の企画・調

整・実施等に係る審議・助言
構成︓専⾨性の観点及び準備会等での検討

の継続性を踏まえ、基本計画懇談会
委員並びに準備会構成団体を含む
フェアの各分野に精通した団体・専
⾨家から選出（10名程度）

活動︓年２〜３回程度会議開催のほか、適
宜、個別ヒアリング等を実施

学識経験者 協働推進 出展展示

⾏催事

植物調達

会場運営 広報宣伝

交通輸送 飲食・物販

総務・広報部会
役割︓広報宣伝、記念

グッズ等の企画作
成、協賛⾦募集等

構成︓実⾏委員会から選
出（５〜10名）

顧問等
・名誉顧問
・顧問

参与
報道機関

実⾏委員会主催事業の検討及び実施をメインに⾏うプラットフォーム
（実⾏委員会メンバーが参加可能）

審議結果等報告
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令和４年６⽉ 本市に縁のある団体・企業等に実⾏委員会参画に向けた案内を開始（約300団体）
令和４年７⽉ 実⾏委員会の設⽴に向けて準備会を設⽴、協議

３ 実⾏委員会の概要

川崎市市制100周年記念事業・全国都市緑化かわさきフェアの取組状況について

（１）市制100周年記念事業

（２）全国都市緑化かわさきフェア

令和４年２⽉ 「全国都市緑化かわさきフェア基本計画骨子」策定
・かわさきフェアでは、みどりが持つポテンシャルを効果的に活⽤し、これまで培ってきた川崎の強みや
各地域の特⾊を活かしながら、各分野の取組と連携して、多様な主体がつながり、⾏動するきっかけとす
る市⺠総参加型のフェアとなるよう、フェア開催以降にもつながる様々な取組を、フェア開催前から展開
していく。
名称
第41回 全国都市緑化かわさきフェア

主催者等
主 催 者 ︓川崎市、公益財団法人都市緑化機構
実施主体︓川崎市市制100周年記念事業・全国都市緑化かわさきフェア実⾏委員会（以下「実⾏委員会」という）

開催期間
令和６年10⽉中旬〜11⽉上旬、令和７年３⽉上旬〜３⽉下旬

会場
コア会場 ︓富⼠⾒公園、等々⼒緑地、生⽥緑地
協賛連携会場等︓駅、商業施設、⺠有空地、区役所、緑化推進重点地区、公園緑地、バーチャル会場等 審議付託等

審議結果等報告
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資料１



川崎市市制100周年記念事業・全国都市緑化かわさきフェアの取組状況について

項目
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

4〜６⽉ ７〜９⽉ 10〜12⽉ １〜３⽉ 4-6⽉ 7-9⽉ 10-12⽉ 1-3⽉ 4-9⽉ 10-３⽉

体制

総会

100周年
幹事会
(部会)

フェア
幹事会

取組

市制100
周年記念

事業

フェア

準備会
7/5 , 8/3

9/1
第１回
総会

●
総会②

●
総会③

●
総会④

●
総会⑤

●
総会⑥

幹事会︓隔⽉程度開催予定
部 会︓⽉１回程度開催予定

年２〜３回程度の会議開催の他、適宜、個別ヒアリング等を実施

会場準備等
フ
ェ
ア
開
催

フ
ェ
ア
開
催

３月

緑化祭

10月
協働・共創の取組の検討・実施（可能なものから随時、取組に着手）

取組の
継続・発展

（１）日時
令和4年9⽉1日（木）15時30分〜16時50分

（２）開催方法
ハイブリッド形式（対面開催、オンライン併⽤）

（３）場所
川崎市産業振興会館ホール（幸区堀川町66-20）

（４）出席人数
約240名（オンライン出席者を含む）

（５）次第
ア 設⽴総会

・市⻑プレゼンテーション
・かわさきスペシャルサポーター発表
・来賓紹介、あいさつ
・議事（実⾏委員会の設⽴等）
・役員等紹介、あいさつ

イ 第１回総会
・議事（市制100周年記念事業基本計画、事業計画、予算等）

基本計画
検討

●
基本計画

策定
事業提案等の募集 調整 ●実施計画

策定・公表

●
実施計画
改定・公表 ①実⾏委員会主催事業

②市主催事業
③実⾏委員会に参加する市⺠、団体、

企業等による事業
④趣旨に賛同する市⺠、団体、企業

等（パートナー）による事業

市制100周年記念事業
の実施

★7/1記念式典

追加募集

実⾏委員会主催事業、広報、協賛⾦等の検討調整

PR事業等の実施

取組の
継続・発展

５ 市制100周年記念事業・全国都市緑化かわさきフェア 今後のスケジュール

４ 設⽴総会及び第１回総会の概要

役 員
会 ⻑
市⻑

副会⻑
市議会議⻑、商工会議所会頭、
３副市⻑、全町内会連合会会⻑、
市社会福祉協議会会⻑、
総合文化団体連絡会理事⻑、
都市緑化機構理事⻑（緑化フェア担当）

監 事
市会計管理者、
都市緑化機構事務局⻑
（緑化フェア担当）

顧問等
名誉顧問
国土交通大臣（緑化フェア担当）

顧 問
国土交通省都市局⻑（緑化フェア担当）
関東地方整備局⻑（緑化フェア担当）
神奈川県知事（緑化フェア担当）
都市緑化機構会⻑（緑化フェア担当）
斎藤文夫氏
藤嶋昭氏
東京都市大学・環境学部
特別教授 涌井史郎氏（緑化フェア担当）

《参考》実⾏委員会役員及び顧問等

276団体
（顧問を除く）

9⽉1日現在

参画団体数

連
携

全国都市緑化祭（皇室⾏事）開催準備

基本・実施計画策定準備 計画策定
（〜R5.8）
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市⻑プレゼンテーションの様⼦ 設⽴総会の様⼦

川崎市市制100周年記念事業
及び全国都市緑化かわさきフェア ロゴ


